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第2章英語の生成
L　ノーマン　コンクェストまで（ケルト，ローマ，アングロ・サクソン）
　紀元前3000年ごろ，新石器時代人（Neolithic　people）がまだ狭い海峡だった海を渡って，小
さな円型の，1，2名乗りのボートに乗ってブリテン島にやってきた。かれらは動物を飼い，穀物を
つくり，土器をつくる方法を知っていた。かれらはイベリヤ半島からやってきたと考えられる。小
柄で，褐色の毛髪，長頭の種族で，いまのウエールズやコーンウォールの住民の祖先と考えられる。
かれらはイングランド西部の水はけのよい白亜の丘に定住し，牧畜と農耕をおこなった。土を盛り
あげた長い塚（barrow）をつくり死者を葬った。さらに環状の大きな土手と濠をつくり，その中
に木造の建物や環状に石の柱（henge）を立てたりした。それは集会場，または死者の埋葬，豊饒
の儀式，天体の観測のための場であったのだろうか。かれらはこうしたものをブリテン島の各地に
たくさん残している。その代表的なものが，今日ソールズベリ平原のストーンヘンジ
（Stonehenge）である。この古代環状巨石遺跡はこの種のものとしては最大のもので，石柱の大
きいものは7メートル，それを囲む直径30メートルの石柱の円，さらに直径100メートルの外の
濠，この巨大な遺跡が完成するには1000年近くかかったとされるが，それに要した労力を考える
と，かなり大きな権力がすでにあったことがうかがわれる。
　紀元前2400年以降，また新しい種族がブリテン島にやってくる。これは新石器時代人と異なり，
円頭のもっと背の高い人種で，かれらが武力で侵入してきたのか，それとも新石器時代人によって，
その軍事力と青銅器の技術をかわれて招かれたのかははっきりしないが，その影響はすぐ現れて，
かれらはブリテン人社会の指導者となるのである。その痕跡は集団ではなく，個人の墓として残さ
れている。墓には‘ビーカー’（広口の陶器の器，beaker）と青銅の剣が埋葬されていたことから
この種族をビーカー人とよんでいる。かれらはまた新しい穀物，大麦（barley）をもってきた。そ
れはほとんどどこででも作ることができる穀物である。ビーカー人は恐らくインドーヨーロッパ語
を話したと考えられる。また石器にかわって，青銅の道具を作る技術ももっていた。
ヲーロッパ大陸では，前8，7世紀に鉄製武器を使用する強力な戦士集団が出現する。前5，4世
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紀になると，彼らは鉄器文化を発展させつつ，地中海沿岸とスカンディナヴィアを除くヨーロッパ
大半をその政治的，文化的影響下に入れた。前600年ごろに古代ギリシャ人が「ケルトイ」，ロー
マ人からは「ケルタエ」，「ガリー」とよばれた人々，つまりケルト人である。ケルト人は前7世紀
ごろから移動をはじめ，ガリヤ，イベリア，イタリア，そしてブリテン島にも移動があった。ケル
ト人のブリテン島への最後の移動は前2世紀末，カエサルがベリガエ人とよんだケルト人の移動で
ある。
　さて，古代ケルト人はどんな言語をつかっていたか，書き言葉を残さなかった古代ケルト人のこ
とばを知るには，ギリシャ・ラテン時代の史料に出てくるケルト人の名前や単語，またはいまも残っ
ているケルトの地名などに頼らざるを得ない。
　　　London（荒々しい），　Leeds（泥だらけの場所），
　　　Kent（国境），　Devon（奥底），　Cornwall（この半島に住む人々），　Cumberland（キムリッ
　　　クの地）
　　　Thames（黒ずんだ川），　Avon，　Exe，　Ouse，　Wye（いずれも水，川）
　　　cumb（combe一谷），　luh（lough，　loch一湖）
　　　L1－（Welsh），　Mac－，　Mc－（Scots，　Irish），0’一（Irish），（姓名）
　カエサルがブリテン島に侵入してきた時，島の大部分ではブリトン語（キムリ語）が，アイルラ
ンドではゲール語（ゴイデル語）が話されていた。ブリトン語は「Pケルト語」，ゲール語は「Q
ケルト語」と言語学上よばれ，Qケルト語はアイルランド，スコットランド，マン島に，　Pケルト
語はウエールズ，コーンウオール，ブルターニュのケルト系の言語として残されている。（例えば，
headを表すQケルト語はキャン（cean），キン（kin）であるが，　Pケルト語ではペン（pen）と
なる）
　ともあれ，ブリテン島は前1世紀には完全にケルト人の支配するところとなり，やがて，その鉱
産物と奴隷の供給源として，ローマ帝国と接触することになる。
　カエサルの侵入は前55年と54年の二度にわたって行われた。一度目はブリトン人の激しい抵抗
に会って，ガリア（今のフランス）に引きあげざるをえなかった。とりわけ彼らを悩ませたのはブ
リトン人の戦車の戦法であった。『ガリア戦記』の中で生き生きと描かれている。二度目はヘリフォー
ドシャまで進軍したが，ガリアが不穏だったためと，さらにはローマで起こった政治的紛争のため
にイタリアに去った。その後100年間，ブリタニアはローマの攻撃をうけることはなかったが，文
化的影響はかなり大きいものがあった。貨幣の発行やそれがもたらす大陸との交易である。
　紀元41年，第四代の帝位についたクラウディウス（在位41－51）は4万～5万の大軍を派遣し，
ローマの兵器と重装歩兵はブリトン軍の戦車戦法を打ち破った。やがて，クラウディウス自身も来
島し，ブリトン人の拠点コルチェスタを占領し，さらにドルイド信仰の本拠アングルシー島（ウエー
ルズ西北端）を攻撃，これによって多数のドルイド教徒が虐殺され，聖なるカシ林は破壊され，ド
ルイド教は一掃された（61年）。東南部ではイケニ族の王妃ボアディケアが反乱を起こし，コルチェ
2
　　　　　　　　　　　　　　　イギリス文化事情のための覚書ll
スタやロンドンを焼き，多数のローマ人を殺鐵した。
　しかし，1世紀末には，北部を除くブリテン島の大半はローマの軍隊によって占領され，ローマ
の属領ブリタニアとなった。最後まで抵抗したのがカレドニア（スコットランド）のピクト人であ
る。122年，ハドリアヌス帝はブリテン島を訪れ，北方警備の必要を痛感し，辺境線の確定を命じ
た。そこで建設されたのが現在のニューカースルからボウネスまでブリテン島を横断する全長120
キロメートル（高さ約5メートル）におよぷ「ハドリアヌスの塁壁」である。その一部は今日もの
こっている。これがローマの海外属領の最北端である。そして4つの軍団（約4～5万）が配置さ
れ，しかも総督にはきわめてすぐれた人物が配属されたことから考えて，ブリタニアがローマ帝国
の属領のなかで重要視されていたことがわかる。
　ローマ人はブリタニアを統治するにあたり，できるだけブリトン人の社会制度を活用し，ブリト
ン人にかなりの自治をみとめ，半自由をあたえながら貢税させたのである。紀元2，3世紀の間，
ブリタニアには「ローマの平和」がおとずれた。しかし4世紀になると，その平和にもかげりがで
てくる。アングロ・サクソン人を主とするゲルマン民族，北からのピクト人，そしてローマ帝国内
での内紛，その結果，西ローマ帝国のホノリウスは410年，諸都市に自衛を命じて，ブリテン島の
防衛を放棄した。「ローマン　ブリテン」の終わりである。
　しかしながら，ローマ人は367年もブリテン島を占領していたのに，日常語としてはわずか5語
しか残さなかったといわれている。
　　　－chester（－caster），（caStra＝城，砦　野営地）
　　　port（港，城門，町）
　　　munt（山）
　　　torr（塔，岩）
　　　wic（村）
なお，－chester，－casterについては，ローマ人はあくまでもローマ軍であり，ロンドンを中心
に軍道をつくり，各地に軍隊を駐留させ，そこから都市が興ったわけである。（Manchester，
Lancaster，　Doncaster，　Rochester，　Leicester，　Gloucester，　Worcesterなど数多くのこれに関係の
ある都市名をあげることができる）
　アングロ・サクソン人は2，3世紀ごろにも小規模にやって来ていたが，本格的侵入はローマの
支配が終わった5世紀前半からである。アングル人，サクソン人，ジュート人，フリースランド人
など西北ドイツからユトランド半島まで出身地の異なる古英語を話すゲルマン民’族である。ここで
侵入してきたアングロ・サクソン人と先住のブリトン人との間に戦いがおこなわれたが，その過程
で生まれたのがブリトン人の英雄「アーサー王」の伝説である。アーサー王の存在についての確証
はないが，ともかく勇敢な活躍をしたブリトン人の指導者がいたことは疑問の余地がないであろう。
　6世紀にはアングロ・サクソン人の部族国家が成立する。かれらは東部，中部，南部を制覇し，
ブリトン人を西へ，ウエールズ，コーンウォールへ追いやり，「アングル人の土地」はやがてイン
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グランドを形成することになる。
　こうしてアングロ・サクソン人はブリテン島に定住をはじめる。これが今日言うイギリスの始ま
りであり，また英語の始まりでもある。彼らは農耕民族であり，それに関するいまの英語の日常語
の数多くが，その語源をかれらの言葉にもとめることができる。
　　　sheep，　shepherd，　ox，　earth，　plough，　swine，　dog，
　　　wood，　field，　work
その他最も基本的な語彙，約100はすべてアングロ・サクソン語が起源である。
　　　the，　is，　you，　man，　wife，　house，　drink，　eat，　play，
　　　sleep，　child，　brother，　sister，　food，　brown，　sing
また場所を表すものに
　　　一ing（＝agroup　of　people，　family）Reading，　Hastings
　　　－ham（＝avillage）Aldeham，　Nottingham，
　　　－ton（＝afarm，　village）Stretton，　Sutton，　Norton
　　　－worth（＝enclosure）Highworth，　Lindworth
などがある。
　定住をはじめたアングロ・サクソン人ははじめは数多くの部族国家に別れていたが，しだいに統
合が進み，6世紀後半ころから「7王国」が出現した。ノーサンブリア，イースト・アングリア，
エセックス，ケント，マーシア，サセックス，ウエセックスである。この中から，やがてウエセッ
クスが頭角をあらわすようになり，829年，エグバート王のもとで一つの統一国家がつくられた。
アングロサクソン王国である。この統一のきっかけとなったのは，この王国がキリスト教に改宗し
たことであった。
　キリスト教への改宗は単に王国の政治的統一の助けとなっただけではなかった。この異教の支配
する世界をキリスト教を通じて，ローマのラテン文化圏に組み入れ，さらに文字を知らなかった者
たちが改宗によってラテン文字の使い方を知り，これまで口伝でのこされてきた慣習，伝承を文章
で表すことができるようになったことである。
　これは単に新しい語彙を加えただけにとどまらず，ことばに抽象的思想を表現する力を与えたの
である。
　　　abbot，　angel，　disciple，　pope，　mass，　priest，　shrine，
　　　psalm，　temple
ただし文献として残るのは7世紀以降であり，さらにこれは，7世紀末以降，古英語（Old　Eng－
lish）で書かれた記念すべき長編叙事詩「ベイオウルフ』へ結実するのである。
　ヴァイキングという名前はスカンジナビア地方の民族すべてをさす。もっとも，これらのデンマー
ク人，ノールウエー人，スウェーデン人はそれぞれ部族の首長にしたがって移動した。かれらは同
4
　　　　　　　　　　　　　　　イギリス文化事情のための覚書皿
じ神々をあがめ，同じような厳しい自然条件のもとで生活する民族であった。その存在がヨーロッ
パ全土に知られるようになったのは，793年，イングランド北部，リンディスファーン島の修道院
をおそって，略奪したときであった。ヴァイキングのイングランド侵入については，「イギリス文
化事情のための覚書1」（明治大学教養論集・269号・1994・12）にかなり詳しく書いているが，
本論文との関連が深いので，その一部を引用したい。
　〔「この年，恐ろしい前兆がノーサンブリア地方に現れ，住民を恐怖のどん底に突き落とした。は
げしい雷鳴と稲妻，火を吐く竜が空を飛んだ。そしてすぐその後に，大飢饒が続いた。さらにその
年，異教徒の略奪と殺鐵により，リンディスファーンの神の教会はまさに壊滅した。」（The
Anglo－Saxon　Chronicle，　Dent，　pp．54－55）と「アングロサクソン年代記』は記している。
　このヴァイキングが本格的に遠征を開始し，西ヨーロッパ地方を攻撃しはじめるのは834年のこ
とである。当然，ノルマンディもその例外ではない。一方，イングランドでは，アルフレッド大王
（871－899）はアングロ・サクソンの力を結集してヴァイキングと戦う。はじめのうちは敗北もあっ
たが，ようやく勝利をおさめるようになる。しかし，10世紀末になって，再び三度，かれらの攻
撃がはげしくなった。ついに1016年，デンマークの王子カヌート（Canute）はイングランドの大
半を占領し，イングランド王エセルレッドはノルマンディに亡命，カヌートがイングランドの王位
につく。彼は善政をしいて人民の支持をえたが，こどもたちは無能だったのでデーン王朝は約20
年で終わる。〕
　ヴァイキングの言語，スカンジナビア語または古期ノルド語が英語に与えた衝撃を正しく評価す
ることは，両者が酷似しているゆえに，困難といえる。H．ブラッドリは『英語発達小史』でつぎ
のような語をあげている。
　　　awe，　call，　crave，　fellow，　get，　hit，　husband，　knife，　leg，
　　　loft，　loose，　low，　odd，　root，　same，　scant，　skip，　scrap，
　　　Thursday，　thrall，　want，　wrong
　また，グレイグ　カーバーは「英米単語の歴史辞典』で英語にはいってきたスカンジナビア語は
数千にのぼるとして，ほかに次のような語をあげている。
　　　awkward，　band，　bank，　birth，　bull，　dirt，　flat，
　　　gait，　gap，　ill，　loan，　mire，　muggy，　sly
　さらに動詞として
　　　bait，　bask，　cast，　crawl，　die，　gape，　gasp，　glitter
　　　raise，　scawl，　screech，　thriveなど
　そして10世紀末までには，この2つの言語は融合してしまうのである。なお，ここで古英語と
古期ノルド語をつぎのように比較してみるのも興味がある。
　　　英語　一rear　wish　craft　hide
　　　ノルドーraise　want　skill　skin
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　1066年一ノーマン　コンクェストについては「覚書1」でかなり詳しく述べたが，これがイギ
リスの歴史の上でもっとも記憶すべき年であること，そしてこのことがイギリスの歴史の大きな転
回点になったとすることに，だれも異論がないであろう。
　そしてこの征服は，人種的混合というよりは社会的，文化的変革であるというほうが適切なので
あろう。これを境にして，フランス北西部の貴族社会が海をこえてイングランドに拡大し，さらに
ウエールズ，アイルランド，スコットランドに拡張し，イギリス全土が徐々に北フランスの文化圏
のなかに組み込まれていくのである。言葉をかえていえば，ゲルマン的，ヴァイキング的社会がノ
ルマン的，フランス的社会に変化していくことを意味するのである。このことは，まずおびただし
いフランス語の流入にあらわれる。ノルマンディの北フランス語がアングロ・サクソン語にかわっ
てイングランド貴族社会の言葉となり，アングロ・サクソン語は無知の農民の言葉としてさげすま
れ，書かれる言語であることすらやめていた。政治，司法，宗教，戦争，狩猟，芸術などのことば
はすべてフランス語であった。
　こうして英語はll世紀以降ゆっくり時間をかけて今日の英語に近い中期英語に変わっていくわ
けである。その融合と生成の過程は大変複雑なものがある。機会をあらためて考察したいと思って
いる。
　アンドレ　クレパンは『英語史』の中で，英語の語彙のゆたかさについて，こんな説明をしてい
る。「花」をあらわす言葉一blossom（古英語bl6stm），bloom（ノルドbl6m），flower（OF　flour）
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